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逆転出場の勢いそのまま、2年ぶりの全国制覇へ

法 政 大 学

主将関口正大コメント(試合を振り返って)

試合の入りからボールを握る時間が長かった
にもかかわらず、なかなか点が入らない中で、
「自分たちがじれずにゴールを目指し続けよう」
とピッチの中で話していました。前半は早大に０
点に抑えられましたが、後半の立ち上がりから
勢いをもって入り、結果的にチームとして2得
点できて良かったと思います。

2－0 23番 関口

23番 関口vs 早稲田大学

全日本大学サッカー連盟では、HIKARIプロジェクトの一環としてFRIENDonation企画に参加しています！
『FRIENDonation』とは、自分たちのアイデアでプロジェクトを立ち上げ、応援してくれる方から寄付
を集める。世界の子どもたちを支援する新しいカタチです。コロナ禍においてもサッカーが“当たり前”
のようにできることへの感謝を込めて、また日々の“当たり前”を手にできない厳しい環境にいる世界の
子どもたちを支援するため、本連盟と出場チームは #atarimaeni をスローガンに、ユニセフの「フレンド
ネーション」を通じて支援を呼びかけます。QRコードの#atarimaeni 特設ページにて各チームのプロジェ
クトをご覧いただけます！また、本連盟では、【ONE GOAL ,ONE COIN】にもチャレンジしておりますので、
こちらにもご注目下さい！ご支援よろしくお願いいたします。

Team UNICEF × JUFA

試合開始から主導権を握った法大は17分、6番松井
蓮之の浮き球パスを受けた20番佐藤大樹が、ペナル
ティエリア手前から豪快なダイレクトシュートを放つ。
しかしこれはキーパーの正面。つづく22分、9番平山
駿がエリア内から打ったシュートは早大GK、1番山田
晃士が好セーブ。前線からの素早いプレスで早大に
ボールを持たせず、相手陣内まで押し込む法大だった
が、早大の粘り強い守備を崩せず攻めあぐねる。スコ
アが動いたのは後半の51分。キャプテンの23番関口
正大が右サイドでの細かいパスワークからペナルティ
エリアに侵入。さらにエリア内で佐藤とのワンツーから
ゴール前に抜け出すと、見事なシュートを放ち先制点
を挙げる。得点後は早大にボールを持たれる時間も
あったが、79分に10番長谷川元希がドリブルでペナ
ルティエリアまで運び、倒されながらも関口にパス。こ
れを受けた関口が右足を振り抜いて追加点。その後
も攻め続けた法大が終始早大を圧倒。キャプテンの2
ゴールで完勝し、全国大会としては４年連続となる決
勝進出を決めた。

準
決
勝

2－1

vs  桃山学院大学
２
回
戦

11番 服部

6番 松井

15番 飯島

vs  流通経済大学
３
回
戦

1－0

7 1 45
得点 失点 シュート数

平均1.8 平均０.3 平均11.3

法政大学第二高校出身の4年生。
来季より横浜FCに内定。スピードを活かしたドリブルや、
左足から繰り出される精度の高いキックで法大の攻撃を
支える大学屈指のSB。3回戦の流経大戦では、自陣から
何人もの相手DFを置き去りにするドリブルで数多くのチャ
ンスを演出した。決勝でもそのドリブルやパスが相手の脅
威となるだろう。試合を決定づけるプレーに注目したい。

飯島陸(3年)

高木友也(4年)

前橋育英高校出身の3年生。
裏への抜け出しや、精度の高いシュートが魅力のFW。今
大会では3試合2得点と活躍中。3回戦の流経大戦では、
途中交代から決勝点を決めた。「アミノバイタル® 」カッ
プ2回戦の拓大戦でも、途中出場2分後の112分に劇的
な決勝点を決めている。リーグ戦では今季6得点。準決
勝では途中出場するものの決定的な仕事をすることはで
きず、決勝では"試合を決めるゴール"が期待される。

1回戦全ゴールハイライト 2回戦全ゴールハイライト 3回戦各試合ハイライト

YouTube 全日本大学サッカー連盟公式チャンネル

全日本大学サッカー連盟

連盟公式Instagram，
Twitterも随時更新中！

準決勝 第2試合
MATCH DAY PROGRAM

1.23(土) 13:02 kickoff

決勝戦
MATCH DAY PROGRAM

で生配信！
堅守速攻、チーム一丸で歴史的下克上を
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東 海 大 学

vs  日本大学
３
回
戦

3－2
18番 藤井

11番 杉山

24番 山田

vs  明治大学
２
回
戦

3番 佐藤1－1
PK) 4－2

１
回
戦

vs  

2－0 15番 飯島

6番 松井

阪 南 大 学

暁星国際高校出身の4年生。
前線から果敢なプレスでボールを奪い、ショートカウンターの
起点となる、東海大サッカーを体現できるFW。初戦では途
中出場ながら勝負を決める3点目を挙げ、3回戦の日大との
試合では全ゴールに絡む活躍で、勝利に大きく貢献。準決勝
でも決勝点となるゴールを決め、20年ぶりとなる全国大会決
勝進出の立役者となった。ここまで東海大の快進撃をけん引
してきた彼だが、得点後の後半途中に負傷交代。決勝戦でも、
試合に出場し、チームを勝利に導くことができるか。

砂金大輝(8番)

湘南工科大学附属高校出身の4年生。
空中戦での競り合いに絶対の自信を持ち、試合を通してチーム
を鼓舞し続ける、頼れる主将。セットプレーでは、得点を期待させ
る打点の高いヘディングで今大会でもチームを勝利に導く。2回
戦の明大との試合では、終了間際の彼のヘディングが起点とな
り、貴重な同点弾をたぐり寄せた。また、終盤に攻め込まれる時
間が続いた準決勝でも、体を張った守備と、適切なコーチングで
チームを統率。1点を守り切る展開で際立った活躍を見せた。

米澤哲哉(4番)

１
回
戦

3－1

vs  鹿屋体育大学

2番 面矢

13番 坂本

8番 砂金

準
決
勝

vs 順天堂大学 1－0 8番 砂金

今大会準決勝までのデータ

8 4 36
得点 失点 シュート数

平均2.0 平均1.0 平均9.0

今大会準決勝までのデータ

BSテレビ朝日，AbemaTV

１
中野

2
森岡

13
城和

3
高木

14
田部井

23
関口

6
松井

9
平山

10
長谷川

11
服部

20
佐藤

予想フォーメーション

10
武井

11
杉山

15
堤

6
丸山

2
面矢

3
佐藤

4
米澤

1
宮﨑

8
砂金

29
高田

5
水越

予想フォーメーション 1 3年 GK 宮﨑 浩太朗 大宮Y

2 4年 DF 面矢 行斗 東海大学付属仰星高校

3 4年 DF 佐藤 颯人 東海大学付属相模高校

4 4年 DF 米澤 哲哉 湘南工科大学附属高校

5 3年 DF 水越 陽也 東海大学付属相模高校

6 4年 MF 丸山 智弘 岡山県作陽高校

7 3年 MF 本多 翔太郎 東海大学付属高輪台高校

8 4年 FW 砂金 大輝 暁星国際高校

9 3年 MF 鈴木 大智 東海大学菅生高校

10 4年 FW 武井 成豪 東海大学付属高輪台高校

11 2年 FW 杉山 祐輝 東邦高校

12 4年 GK 阿部 輝 仙台Y

13 2年 MF 坂本 翔 清水東高校

14 2年 DF 内田 航太郎 矢板中央高校

15 2年 MF 堤 太陽 東海大学付属福岡高校

16 4年 MF 大屋 祥吾 東海大学付属相模高校

17 2年 MF 西山 拓実 岡山県作陽高校

18 1年 MF 藤井 一志 東海大学付属高輪台高校

19 3年 MF 湯江 俊太 東海大学菅生高校

20 3年 DF 小林 陸玖 東海大学付属高輪台高校

21 1年 DF 鈴木 颯太 東海大学付属高輪台高校

22 1年 GK 佐藤 史騎 青森山田高校

23 3年 FW 鈴木 朝日 山形Y

24 3年 FW 山田 泰雅 厚木北高校

25 3年 DF 蛯谷 空良 広島県瀬戸内高校

26 4年 DF 神里 祐哉 東海大学付属福岡高校

27 2年 FW 田北 昂生 東海大学付属浦安高校

28 1年 FW 荒川 泰司 日本航空高校

29 2年 FW 高田 悠 東海大学付属福岡高校

30 4年 GK 森 潤一 東海大学付属相模高校

31 1年 MF 宮野 流斗 矢板中央高校

32 3年 GK 木村 拓樹 高崎健康福祉大学高崎高校

33 1年 MF 波多野 晟愛 正智深谷高校

1 4年 GK 中野 小次郎 徳島Y →札幌内定

2 4年 DF 森岡 陸 磐田U-18 →磐田内定

3 4年 DF 高木 友也 法政大学第二高校 →横浜FC内定

4 4年 DF 鳥居 俊 東京V•Y

5 4年 DF 宮部 大己 法政大学第二高校 →松本内定

6 3年 MF 松井 蓮之 矢板中央高校

7 4年 MF 竹本 大輝 成立学園高校

8 4年 MF 今泉 富 浜松開誠館高校

9 4年 FW 平山 駿 三菱養和SC•Y →北九州内定

10 4年 MF 長谷川 元希 大宮Y →甲府内定

11 4年 MF 服部 剛大 横浜FC•Y

12 3年 GK 大塚 紀人 三菱養和SC•Y

13 4年 DF 城和 隼颯 柏U-18 →群馬内定

14 3年 MF 田部井 涼 前橋育英高校

15 3年 FW 飯島 陸 前橋育英高校

16 3年 DF 陶山 勇磨 帝京長岡高校

17 3年 FW 田中 和樹 浦和学院高校

18 3年 MF 安光 将作 千葉U-18

19 3年 MF 宮本 優 清水Y

20 3年 FW 佐藤 大樹 札幌U-18

21 2年 GK 近藤 壱成 磐田U-18

22 2年 DF 高嶋 修也 明秀学園日立高校

23 4年 DF 関口 正大 新潟明訓高校 →甲府内定

24 1年 DF モヨ マルコム強志 東福岡高校

25 4年 MF 佐野 皓平 清水Y

26 2年 DF 白井 陽貴 矢板中央高校

27 1年 FW 久保 征一郎 FC東京U-18

28 2年 MF 佐野 陸人 清水Y

29 1年 DF 今野 息吹 三菱養和SC•Y

30 2年 DF 市川 侑生 浜松開誠館高校

31 1年 MF 髙橋 馨希
常葉大学附属橘高

校

32 2年 FW 大塚 尋斗 矢板中央高校

33 1年 MF 渡邉 綾平 前橋育英高校

主将米澤哲哉コメント(試合を振り返って)

立ち上がりは順大の細かいつなぎに自分たちの
プレッシングがなかなかはまらず、ペースがつか
めませんでした。それでも、前半途中から(プレ
スが)はまりだして、後半に点を取ることができま
した。そこからは守備の時間が続きましたが、追
加点を狙いながら無失点で抑えることができて
良かったと思います。

序盤からボールを保持される時間が続き、順大7番
MF杉山直宏を中心とするサイドからの攻撃に苦しん
だ東海大。それでも粘り強い守備で順大の攻撃を跳ね
返し、カウンターから29番高田悠のミドルシュートなど
でチャンスを作る。41分にはコーナーキックの流れから
高田がシュートを放つも得点には至らず、スコアレスで
前半を折り返す。後半に入り、正確なロングボール、10
番武井成豪のドリブルなどで順大ゴールを脅かし、60
分には右コーナーキックを獲得。6番丸山智弘のキック
はゴール前で跳ね返されるものの、こぼれ球を拾った4
番米澤哲哉がシュート。当たりそこねとなったシュート
を8番砂金大輝が押し込んで東海大が待望の先制点
を挙げる。その後は順大に攻め込まれる展開となるも、
キャプテンの米澤、２番面矢行斗を中心とした、組織的
な守備で、ゴールを許さない。そのまま先制点を守り
きって試合終了。1-0で勝利した東海大が、県リーグ所
属チームとしては初となる、全国大会決勝戦への進出
を決めた。

栃木内定


